
事故発生防止の徹底について

＜事故詳細＞

■活動項目
農地維持活動

■作業内容
水路周辺の草苅作業

■事故概要
水路周辺の草苅時、朝露で足を滑らせ、水路に転
落し、コンクリート壁に側頭部を打った。

■被災状況
事故直後は顔の擦り傷のみだったが、事故発生
から約１か月後、めまいや吐き気の症状が現れ、医
療機関で診断を受けたところ「硬膜下血腫」と診断
された。
血腫の治療と計２週間の入院をした。

■事故発生要因
以前から草苅を実施していた場所のため、油断
があった。

事故発生現場写真（福島市内）
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草苅中の事故が非常に多く発生しています。
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＜草苅作業中に発生する主な事故＞

■足を滑らせて水路に転落。
■自分以外の草苅機に接触し負傷。
■飛び石等による負傷。

特に注意が必要です。

＜注意事項＞

■起こりうる事故について、注意喚起してください。
■意識の共有を図ってください。

■防具を必ず着用してください。
■作業者同士で適切な間隔を確保してください。
■無理な態勢を避けて作業してください。
■適度な水分補給をしてください。

■足場状況等の確認をしてください。
■事故を想定し、対策してください。
■作業が困難な場合は中止を検討してください。

万が一事故が発生した場合、対応
が出来るよう２名以上での作業を
心がけてください。
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草苅中の事故が非常に多く発生しています。＜事故が発生した場合の対応＞

事故が発生した場合、事故の程度を問わず、
すぐに農林整備課へご連絡をお願いします！
また、万が一に備え事故が起きた場合の緊急
連絡先を作成しておきましょう。

事故報告書について

報告書の様式は問いませんが、以下「必要項目」の内容をす
べて記載してください。
また、事故発生現場の位置図および写真（２枚程度）を提出し
てください。

【必要項目】

１．組織名
２．組織所在地
３．対象施設
４．活動内容
５．被災者（氏名・年齢・性別）
６．被災場所
７．被災日時
８．保険加入状況
９．事故状況
１０．事故後の措置状況
（救急車要請・警察届出等）
１１．事故の発生要因
１２．その他連絡事項

事故発生

状況に応じて速やかに
救急車を手配。

① ②



事故発生防止の徹底について

参考

今回、福島市で発生した事故は組織で障害共
済に加入していたため、共済金で事故後の治療
に対応することができました。
事故は「いつ・どこで・どのように」発生するか
分かりません。
保険の加入には、交付金を充当することがで
きますので、万が一の事故に備え、必ず保険に
加入するようにしてください。

必ず保険に加入してください

引用元 ： JA共済HP
（https://www.ja-kyosai.or.jp/okangae/person/event/environment.html）

JA共済では、活動ごとの契約は不要の、多面的
機能支払交付金に対応したイベント共済を取り
扱っています。
詳細は、お近くのJAにご確認ください。

（JA共済HPへ）

https://www.ja-kyosai.or.jp/okangae/person/event/environment.html
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【共同活動の安全のしおり】
草苅等、共同活動時の注意点について
詳細に記載されています。
（https://www.maff.go.jp/j/nousin
/kanri/attach/pdf/tamen_siharai-

9.pdf）

【刈払機の正しい使い方】
刈払機を使用する際の注意点について
詳細に記載されています。
（https://www.baroness.co.jp/
product/pmk_notice.pdf）

【農作業安全自己診断リスト】
刈払機の使用に関するチェックリストで
す。ご活用ください。
（「耕うん機と刈払機の構造と安全な使い方」より引用
一般社団法人日本農業機械化協会）

事故の発生防止に役立つ以下の資料をご活用ください。


